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市民による水環境調査活動への市民による水環境調査活動へのGISGISの応用の応用
‐琵琶湖・赤野井湾における事例‐‐琵琶湖・赤野井湾における事例‐

市民グループ市民グループによるによる
水質水質調査調査などなど GISGIS、、インターネット等インターネット等

の情報技術の情報技術

専門家（環境科学）専門家（環境科学）

環境管理手法の環境管理手法の１モデル１モデルにに

水環境改善・修復の検討、具体化水環境改善・修復の検討、具体化

データベース化データベース化
情報の解析・共有情報の解析・共有
対策検討対策検討

結果の解釈結果の解釈
水環境の理解水環境の理解



‐琵琶湖・赤野井湾における事例‐‐琵琶湖・赤野井湾における事例‐

1.1. 赤野井湾流域について赤野井湾流域について

2.2. WebGISWebGISの開発と検討の開発と検討

3.3. 住民グループによる環境情報づくり住民グループによる環境情報づくり



琵琶湖・赤野井湾琵琶湖・赤野井湾

流域面積：流域面積： 約約2929kmkm22

流域人口：流域人口： 約約53,00053,000人人



「「学芸叢談・蛍学芸叢談・蛍のの話」話」

渡瀬庄三郎著渡瀬庄三郎著
19021902年（明治３５年）年（明治３５年）



「守山ボタル」乱舞の様子「守山ボタル」乱舞の様子

－近江国
おうみのくに

守山、今宿地方は蛍の沢山生ずる処で、夏向
なつむ

き、蛍の沢山出る頃には、全く提 灯
ちょうちん

は要らないさう

である。それは、此辺
このへん

の田圃道
たんぼみち

は、皆、小川に添うて

居て、其の岸の草には蛍が沢山居るから、其の光によ

って、道筋がはっきりと分って居る、若しまた危険な

所などが有って、路を良く知りたいと思ったら、杖
つえ

で

附近の 叢
くさむら

をたゝけば、蛍は一層光の度を強くするか

ら、その辺が昼間のごとく明くなる、それで、此辺で

夜歩
よるあ

行
る

くものは、提灯を用いる代に、一本の杖を持っ

て歩行
あ る

くさうである－ 
 
日本で初めて書かれたホタルの本「学芸叢談－蛍の話

（渡瀬庄三郎著，1902年）」より 



1988年以降、
毎年のようにアオコ発生

びわ湖のなかで、もっとも富栄養化が進んだ水域の一つ

里中河川から、里中河川から、
「守山ボタル」は絶滅「守山ボタル」は絶滅....。。

また、赤野井湾では、また、赤野井湾では、

赤野井湾に発生したアオ赤野井湾に発生したアオ
ココ
（（19941994年、夏）年、夏）



湾の富栄養化の原因湾の富栄養化の原因

•• 元来、陸に囲まれ、水が入れ元来、陸に囲まれ、水が入れ
替わりにくい。替わりにくい。

•• 人口増加。人口増加。

•• 製造業関係事業所数の増加。製造業関係事業所数の増加。

•• 化学肥料使用量の増加や利化学肥料使用量の増加や利
水形態の変化により農地から水形態の変化により農地から
の窒素・リンの流出量が増加。の窒素・リンの流出量が増加。

•• 市街地面積の増加により道市街地面積の増加により道
路等に堆積した汚濁物の降路等に堆積した汚濁物の降
雨流出の増加。雨流出の増加。

•• 河川、湖岸域の開発、整備。河川、湖岸域の開発、整備。

などが考えられる。などが考えられる。

複合的要因：改善は容易ではない複合的要因：改善は容易ではない



「豊穣の郷赤野井湾流域協議会」「豊穣の郷赤野井湾流域協議会」

行政の支援の下、住民主体で地域の水環境を
調査し、また、対策事業に主体的に関与する
ために、1996年に設立。



豊穣の郷赤野井湾流域協議会の組織豊穣の郷赤野井湾流域協議会の組織



「豊穣の郷」の活動を支援する環境情報システム「豊穣の郷」の活動を支援する環境情報システム

インターネットによるＧＩＳのオンライン化インターネットによるＧＩＳのオンライン化
Internet GISInternet GIS（（WeWeｂｂGISGIS））

◆インターネットを通じて、だれでもどこからでも利◆インターネットを通じて、だれでもどこからでも利

用できる用できる

◆利用者が、目的に応じて地図情報の見方やほし◆利用者が、目的に応じて地図情報の見方やほし

い情報を動的に選択できる（双方向性）い情報を動的に選択できる（双方向性）

◆情報の更新は、サーバー上の情報を変更する◆情報の更新は、サーバー上の情報を変更する
だけで済むので、維持管理の手間が少ないだけで済むので、維持管理の手間が少ない

19981998年の「豊穣の郷」への説明資料より年の「豊穣の郷」への説明資料より



http://www2.http://www2.lbrilbri.go..go.jpjp//akanoigisakanoigis//



1. 回線容量の制限

2. マップレイヤーの動的作成が困難

3. 目的にあうコンテンツ作成の労力

→→安価なブロードバンド回線の普及安価なブロードバンド回線の普及

技術的課題

→→ システム変更必要、要求されることをシステム変更必要、要求されることを
すべてすべてWebGISWebGISで行うことは・・・。で行うことは・・・。

活動の主体者が自らデスクトップ活動の主体者が自らデスクトップGISGIS
を活用する必要もあるを活用する必要もある



住民グループによる環境情報づくり住民グループによる環境情報づくり

WebGIS等の狭義のシステム構築をねらいと
するのではなく、「豊穣の郷」の活動に照らし
合わせながら多様な情報共有化を試みる

「豊穣の郷」の活動に参加しながら



一般市民、小学生、専門家を一般市民、小学生、専門家を
交えた水生生物調査の様子交えた水生生物調査の様子

パックテストによる水質パックテストによる水質
調査の様子調査の様子



水質調査地点水質調査地点

約１００地点
1997年1月～現在
最初の１年は毎月、
それ以後は年４回

膨大なデータ膨大なデータ



データ入力画面例

河川水質調査結果の河川水質調査結果の
データベース化データベース化



調査活動開始時（調査活動開始時（19971997年）と４年後（年）と４年後（20002000年）における年）における
窒素濃度分布の比較窒素濃度分布の比較



全調査地点の透視度（年間平均）
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全調査地点のCOD濃度（年間平均）
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全調査地点の窒素濃度（年間平均）
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全調査地点のリン濃度（年間平均）
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調査活動開始時（調査活動開始時（19971997年）から４年後（年）から４年後（20002000年）までの変化年）までの変化



「水「水環境環境マップⅠ、Ⅱ」づくりにおけるマップⅠ、Ⅱ」づくりにおける
GISGIS（（地理情報システム）などの応用地理情報システム）などの応用



川の水質（NO3-N）が
少しずつよくなってき
ていることが明らかに
なった。

水環境マップⅡより水環境マップⅡより
（（20012001年年1111月発行）月発行）



下水道整備などによ
る水質改善だけで生
き物の生態系が回復
するわけではない。
住民の水辺づくりの
工夫が必要。

水環境マップⅡより水環境マップⅡより
（（20012001年年1111月発行）月発行）



地域地域住民主体の環境管理をすすめる社会システムづくりを住民主体の環境管理をすすめる社会システムづくりを
側面から支援する側面から支援するため、ため、GISGIS等を等を用いた情報共有化手法の用いた情報共有化手法の

開発開発とと検討検討

•• 住民住民グループ（グループ（NPONPO））自ら自らが調査、解析、対策検討が調査、解析、対策検討

　　→→ GISGIS等の等のツールづくり、ツールづくり、GISGISの普及、人材育成の普及、人材育成

•• 環境環境改善活動の市民の改善活動の市民の拠点づくり（市民拠点づくり（市民水環境情報センター ））

　→　→ より双方向型より双方向型の環境情報システムの開発検討。の環境情報システムの開発検討。

おわりにおわりに

課題をかかえながらも、
一定の成果を得た。

必ずしも、先端的な
技術開発を達成して
いるわけではないが、


